
相模原市農業委員会第１８回会議議事録 

 

開 会 日 時 令和５年８月３１日 午後１時３６分 

閉 会 日 時 令和５年８月３１日 午後３時１５分 

開 催 場 所 産業会館３階 大研修室 

出 席 委 員 （○印） 

① 青 木   齊  ⑧ 志 村  佳 男  15 八 木  拓 美  

② 齋 藤  憲 一  ⑨ 阿 部   健  ⑯ 菱 山  喜 章  

③ 加 藤  正 博 ⑩ 髙 橋  三 行 ⑰ 藤 村  達 人 

④ 渋 谷  久 夫  ⑪ 齋 藤  孝 之  ⑱ 天 野   明  

⑤ 斉 藤  嘉 之  ⑫ 山 口  幸 男  ⑲ 加 藤  通 一  

６ 大 塚  優 子 ⑬ 大 谷  健 一   

⑦ 小 林  康 史  ⑭ 西 東  邦 雄    

出席委員 １７名 

欠席委員 ２名（６番大塚優子委員、１５番八木拓美委員） 

傍聴人  ０名 

 

事 務 局 前田康行 伊藤和彦 天野修 濱端雄高 田中博貴 鈴木克彦 

       

 

議事録署名人 議 長 

 

     議席 ２番 
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会議に付した事件 

日程 番 号 件          名 

１  会務報告 

２  第９回農政運営委員会報告 

３ 議案第２４号 農地法第３条の規定による許可申請について 

４ 議案第２５号 農地法第４条の規定による許可申請について 

５ 議案第２６号 農地法第５条の規定による許可申請について 

６ 議案第２７号 農用地利用集積計画の決定について 

７ 議案第２８号 農用地利用集積計画の決定について 

８ 議案第２９号 
「相模原市農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想」（案）の意

見照会に対する回答について 

９ 報告第２６号 生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明について 

１０ 報告第２７号 農地所有適格法人の報告について 

１１ 報告第２８号 
解除条件付き利用権設定を受けた者の農用地利用状況の報告につい

て 

１２ 報告第２９号 非農地証明書の発行について 

１３ 報告第３０号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報告について 

１４ 報告第３１号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告について 

 
議事の内容 次のとおり 
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議長（阿部会長） 
ただいまから、相模原市農業委員会第１８回総会を開催いたします。 

ただいまの出席委員は１７名で、定足数に達しております。 

本日、６番大塚優子委員、１５番八木拓美委員より欠席の旨通告がありましたので、

御報告いたします。 

次に、本日の総会の議事録署名委員につきましては、２番齋藤憲一委員、１６番菱山

喜章委員を御指名いたします。本日の傍聴希望は出ておりませんので、進めさせていた

だきます。 
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日程１ 会務報告 

 
議長（阿部会長） 
それでは、これより日程に入ります。 
日程１「会務報告」をいたします。 
前田事務局長、報告をお願いします。 

事務局（前田事務局長兼次長） 
それでは、令和５年７月３１日から令和５年８月３０日までの主な会務につきまして

御報告させていただきます。 
資料を御覧いただきまして、まず、１の会議でございます。 
初めに、県関係でございます。 
８月２３日、農業委員会活動推進大会運営委員会が開催されまして、阿部会長が出席

しております。内容につきましては、大会の開催方法及び運営並びに提出議案について

ほかでございます。 
同日、同所におきまして、農業会議臨時総会が開催されまして、阿部会長が出席して

おります。内容につきましては、役員補充選任でございます。 
同日、同所におきまして、農業会議常設審議委員会が開催されまして、阿部会長が引

き続き出席しております。内容につきましては、農地法に係る諮問についてほかでござ

います。本市からは報告８件となっております。 
続きまして、市関係でございます。 
７月３１日、農業委員会第１７回総会を行いまして、農業委員１９名に出席いただき

ました。内容につきましては、農地法第３条の規定による許可申請についてほかでござ

います。 
８月３日、令和５年度相模原市米軍基地返還促進等市民協議会理事会が行われまして、

菱山副会長が出席しております。内容につきましては、令和５年度の要請についてほか

でございます。 
８月７日、津久井管内における相模原市農業委員会と関係機関との情報交換会を行い

まして、農業委員４名が出席しております。また、８月８日、本庁管内における相模原

市農業委員会と関係機関との情報交換会を行いまして、農業委員４名が出席しておりま

す。会議の内容につきましては、昨年度に提出した市への意見に関する令和４年度の実

績等についてほかでございます。 
続きまして、同日、農地利用最適化推進委員本庁地区個別報告会を行いまして、農地

利用最適化推進委員９名が出席しております。また、８月９日、津久井地区の個別報告

会を行いまして、農地利用最適化推進委員１０名が出席しております。会議の内容は、

いずれも７月の活動報告についてほかでございます。 
裏面を御覧いただきたいと思います。 
８月１０日、用途地域等見直しの方針における第４回相模原市都市計画審議会小委員

会が行われまして、阿部会長が出席しております。内容につきましては、用途地域等見

直しの方針についてでございます。 
同日、同所におきまして、第８回線引き見直しにおける第３回相模原市都市計画審議
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会小委員会が行われまして、引き続き、阿部会長が出席しております。内容につきまし

ては、第８回線引き見直しについてでございます。 
８月２２日、役員会を行いまして、阿部会長が出席しております。内容につきまして

は、総会提出案件ほかでございます。 
８月２５日、第９回農政運営委員会を行いまして、農政運営委員９名が出席しており

ます。内容については、令和６年度相模原市農地等の利用の最適化の推進に関する意見

案についてほかでございます。 
続きまして、２のその他、市関係でございます。 
８月４日、緑区鳥屋におきまして農地再生モデル事業を行い、農業委員４名、農地利

用最適化推進委員２名が出席しております。内容につきましては、草取り等でございま

す。８月１８日にも農業委員３名、農地利用最適化推進委員１名が出席の中で、草取り

等を実施しております。 
私からは以上でございます。 

議長（阿部会長） 
報告が終わりました。皆様から何か御発言がございましたら、お願いします。 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 
それでは、以上で会務報告を終わります。 
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日程２ 第９回農政運営委員会報告 

 
議長（阿部会長） 
続いて、日程２「第９回農政運営委員会報告」をいたします。 
髙橋委員長から報告をお願いいたします。 

委員長（髙橋委員） 
８月２５日に開催されました第９回農政運営委員会の結果について報告いたします。

別途配付されております報告資料を御覧ください。 
会議の中での主な意見等ですが、議題１について、基本構想の第５－６の文面で、使

役表現になっている箇所を修正するのはよいとの意見がありました。 
議題３について、農業委員会、農協と連携した相談窓口や農業者向けの支援など、既

に実施していることに関しては、ホームページなどを利用し、情報発信したほうがよい

との意見がありました。また、新規就農の一体化された相談窓口について、常設が難し

いようであれば、年に複数回、相談会を開催する形でもよいのではないかとの意見があ

りました。 
以上で、第９回農政運営委員会の結果報告を終わります。 

議長（阿部会長） 
ただいまの報告について、何か御発言がございましたら、お願いいたします。 

１７番（藤村委員） 
今の報告の最後の８月８日に行われた関係機関との情報交換会というところで、一本

化に関してはできないと相当はっきり言われたので、もっと実利を取ろうという議論だ

ったと思います。将来的には、新規就農者がより便利に使えるような方法を考えたらど

うかと。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
ありがとうございます。共通の認識になっていくのだろうと思いますので、皆様方、

こういうことで御意見がありましたら、またお願いしたいと思いますが、ほかに御発言

はございませんか。 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 

議長（阿部会長） 
それでは、今、藤村委員からも、そこのところは実利を取っていこうという話があり

まして、その方向は考えていく必要があると思いますので、よろしくお願いします。 
以上で、第９回農政運営委員会報告を終わります。 
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日程３ 議案第２４号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 
議長（阿部会長） 
続いて、日程３議案第２４号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（天野総括副主幹） 
それでは、１ページを御覧ください。議案を朗読します。 
議案第２４号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－１０、３－１１及び３－１００８、３－１００９は、農地法第

３条の規定により適切と認められるので、許可するものとする。令和５年８月３１日提

出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、２ページを御覧ください。 
収受番号３－１０及び３－１１は、中央区田名に住む同一の譲受人が、中央区田名に

住む譲渡人が所有する農地を、経営規模拡大のため、所有権移転を受けるための申請で

す。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は１ページと２ペ

ージです。申請地は、田名の田、合計２筆、９７０㎡です。今後の作付は、水稲を予定

しています。審査基準につきましては、現地及び申請書で確認しています。全部効率利

用要件については、市内の経営農地２０筆、１５,０４０㎡で、全て適切に管理されて
おります。農作業常時従事要件１５０日以上については、譲受人は３００日で要件を満

たしております。地域との調和要件については、周辺の農地の利用に影響を与えないこ

と、周辺地域の農業経営との調和に努めることを確認しています。以上、審査基準を満

たしていることから許可相当と判断しました。 
本庁分は以上です。 

事務局（伊藤所長） 
続きまして、３ページを御覧ください。 
収受番号３－１００８は、緑区中野に住む譲受人が、座間市に住む譲渡人の所有する

農地を、経営規模拡大のため、所有権移転をする申請です。現地の状況につきましては、

スクリーンを御覧ください。案内図は３ページを御覧ください。申請地は、中野の畑、

４筆、１,５４９㎡です。今後の作付は、サツマイモ、ブロッコリー、スイカ、トウモ
ロコシなどを予定しています。審査基準につきましては、現地及び申請書で確認してい

ます。全部効率利用要件については、経営農地１筆、２４７㎡は適切に管理されていま

す。農作業常時従事要件１５０日以上については、譲受人が１５０日、妻が３５０日で

要件を満たしております。地域との調和要件については、周辺の農地の利用に影響を与

えないこと、周辺地域の農業経営との調和に努めることを確認しています。以上、審査

基準を満たしていることから、許可相当と判断しました。 
続きまして、収受番号３－１００９は、緑区根小屋に住む譲受人が、緑区城山１丁目

に住む譲渡人の所有する農地を、経営規模拡大のため、所有権移転する申請です。現地

の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は４ページを御覧ください。

申請地は根小屋の畑、１筆、２５７㎡です。今後の作付は、柿を予定しています。審査

基準につきましては、現地及び申請書で確認しています。全部効率利用要件については、
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経営農地１５筆、７,４９１㎡は適切に管理されております。農作業常時従事要件
１５０日以上については、譲受人が３５０日、妻が１５０日、長男が１００日、長男の

嫁が５０日で要件を満たしております。地域との調和要件については、周辺の農地の利

用に影響を与えないこと、周辺地域の農業経営との調和に努めることを確認しています。

以上、審査基準を満たしていることから許可相当と判断しました。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や御意見はございませんか。 
収受番号３－１０及び３－１１については、中央区担当、大谷健一委員、お願いしま

す。 
１３番（大谷委員） 
現在、買主は売主の田を何年かかけて借りている状態です。売主はとても耕作できな

いような状態でしたので、買うということは大変すばらしいことだと思います。買主も

四、五反やっているんですかね、大変意欲的にやっておりますので結構な話だと思いま

す。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号３－１００８については、本日欠席の大塚委員から、「８月

２５日に高城推進委員と現地を確認しました。耕作に意欲的な方で、問題はないと思い

ます。自宅の隣の農地で、管理も十分できると思います」との報告でございました。 
続きまして、収受番号３－１００９については、本日欠席の八木委員から、「８月

２５日に長谷川推進委員と現地を確認しました。特に問題ありません」との報告でござ

います。 
報告は以上です。 
これより質疑に入ります。 

１７番（藤村委員） 
３－１００８です。大塚委員の意見としては意欲的にやられているのですが、一応、

面積要件はなくなったんですが、何らかの形で頑張ってやってくれるだろうなという情

報が欲しいんですが、何かありますでしょうか。 
事務局（伊藤所長） 
この方の父の代の本家の農地が、申請地でいきますと、一番上の道路を挟んで反対側

に耕作マークがついている菱形の土地があるかと思うんですが、そちらが本家の土地で

ありまして、管理を兼ねて、こちらを耕作しています。良好に耕作されておりまして、

ちなみに、お持ちの２４７㎡の農地ですけれども、栗の木が植わっていまして、下草も

きれいに刈られて管理されている。栗に関しては、近所の家の前でちょっとした直売所

をつくっていまして、無人ですけど、そちらで販売していることを確認しております。 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
ほかに御発言はございませんか。 
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質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
ないようですので、それでは、採決をさせていただきます。 
議案第２４号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程３議案第２４号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程４ 議案第２５号 農地法第４条の規定による許可申請について 

 
議長（阿部会長） 
続いて、日程４議案第２５号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（天野総括副主幹） 
それでは、５ページを御覧ください。議案を朗読します。 
議案第２５号 農地法第４条の規定による許可申請について。別紙農地の転用許可申

請収受番号４－２は相当とする理由があるので、農地法第４条第３項の規定により意見

を付して、市長あてに送付するものとする。令和５年８月３１日提出。相模原市農業委

員会会長。 
それでは、６ページを御覧ください。 
収受番号４－２は、申請人が所有する南区若松の農地、２筆、１,０３６㎡を資材置

場として転用するための申請です。現地の状況については、スクリーンを御覧ください。

案内図は５ページを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由は、近隣の産

業廃棄物事業者からの要望により、資材置場として使用するものです。隣接地への被害

防除については、土地区画の明確化と、土留め策として、既存の土留め鉄板をそのまま

使用し、敷地内に単管パイプの柵を設置します。雨水については、砕石敷きによる敷地

内浸透とする計画です。申請地は市立若松小学校の東約１０ｍです。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や御意見はございませんか。 
収受番号４－２については、地区担当委員の髙橋三行委員、お願いいたします。 

１０番（髙橋委員） 
８月２６日に現地調査に行ってまいりました。今、１,０３６㎡全ての申請になって

いるんですけれども、用途、利用の地図を見ると、奥に農地があるんです。それで道路

がついていないものですから、幅員２.５ｍの道路分を取るというようなことが書いて
あるので、これで合っているのか一つ疑問に思いました。 
ここの場所は、隣に小学校がありまして、車の通りの多いところではありません。今

後、使用する業者から、小学校にも担当する教育委員会や各部署にも説明して、こんな

形で使いますのでよろしいですかと了承を取っているそうです。奥へ入る農地への通路

以外には、別に問題はないと思います。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
報告が終わりましたが、今の道路分に関わる懸念について、事務局。 

事務局（天野総括副主幹） 
奥の畑の部分に２.５ｍ通路を確保するということですが、申請人の奥が畑で、土地

を持っています。今回、畑に行く道がなくなってしまいますので、事前にその分を確保

し、その分も含めて転用区域に入れてある形になっております。 
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事業者は使わないんですけど、所有者が奥の畑へ行くためにその分を単管パイプでず

らして、通路を確保しておくという形です。 
１０番（髙橋委員） 
はい、分かりました。 

１７番（藤村委員） 
すみません、髙橋委員は分かったかもしれないけど、私は分からないので。今言った

話は、国道１６号から入れないですよね。どこの話ですか、国道１６号から入るという

話ですか。 
事務局（天野総括副主幹） 
基本的には、国道１６号側から利用する計画になっています。この地図の駐車場とい

うところがあるんですけど、今の事業者がここも利用しているので、そこのところも含

めて利用状態は把握しているので、車が入ることは確認しています。 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
ほかに御発言はございますか。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
それでは、採決をさせていただきたいと思います。 
議案第２５号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程４議案第２５号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程５ 議案第２６号 農地法第５条の規定による許可申請について 

 
議長（阿部会長） 
続きまして、日程５議案第２６号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明を

いたさせます。 
事務局（天野総括副主幹） 
それでは、７ページを御覧ください。議案を朗読します。 
議案第２６号 農地法第５条の規定による許可申請について。別紙農地の転用を伴う

所有権移転等許可申請収受番号５－１０から５－１２及び５－１０２０から５－

１０２４は、相当とする理由があるので、農地法第５条第３項において準用する同法第

４条第３項の規定により意見を付して、市長あてに送付するものとする。なお、５－

１０２４については、同法第５条第３項において準用する同法第４条第４項の規定によ

り、あらかじめ神奈川県農業委員会ネットワーク機構の意見を聴くものとする。令和

５年８月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、８ページを御覧ください。 
収受番号５－１０は、不動産業を営んでいる譲受人が、譲渡人が所有する中央区上溝

の農地、３筆、２,５４３㎡の所有権移転を受け、犬の訓練所及び駐車場として転用す
るための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は

６ページを御覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由につきましては、犬の

訓練士の資格を有している要望者の事業拡大のため、新たな犬の訓練施設として使用す

るものです。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、新設フェンス

を設置する計画です。雨水については砂利敷き及び土、浸透処理とする計画です。申請

地は鳩川すみれ公園の南東約２２０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１１は、譲受人の西部ハウジング株式会社が、譲渡人が所

有する麻溝台４丁目の農地、１筆、３１１㎡の所有権移転を受け、特定建築条件付売買

予定地として転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧

ください。案内図は７ページを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由と

いたしましては、譲受人である西部ハウジング株式会社が、都市計画法第３４条第

１１号の規定に基づき区域指定を受け、１区画の宅地分譲をするための申請です。隣接

地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、コンクリート

ブロック積み２段で土留めする計画です。雨水については、宅地内浸透施設を設置する

ほか、汚水については公共下水道に接続する計画です。申請地は市立麻溝台中学校の北

４０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１２は、譲受人が、譲渡人が所有する緑区大島の農地、１筆、

２５０㎡の使用賃貸借設定を受け、農家分家として転用するための申請です。現地の状

況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は８ページを御覧ください。農

地区分は第３種農地です。申請理由といたしましては、譲受人は現在借家に住んでおり、

手狭なため、自己住宅を建築するためです。隣接地への被害防除につきましては、土地

区画の明確化と、土留め策として、コンクリートブロック積み１段で土留めする計画で

す。雨水については、敷地内に浸透施設を設置し、汚水については公共下水道に接続す
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る計画です。申請地は水場公園の南東約３０ｍです。 
本庁分は以上です。 

事務局（伊藤所長） 
続きまして、収受番号５－１０２０は、譲受人の有限会社峰岸土木が、譲渡人が所有

する緑区千木良の農地、３筆、７１８㎡の所有権移転を受け、資材置場として転用する

ための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は９ペ

ージを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由は、譲受人は土木工事業を

営んでおり、事業拡大に伴い、新たに資材置場を確保するものです。隣接地への被害防

除については、土地区画の明確化と、土留め策として、周囲を既存のＲＣ擁壁高さ６０㎝

から１.５ｍと新設のＲＣ擁壁高さ５０㎝から１ｍで土留めをし、雨水については、砕
石敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は市立千木良小学校の北西約３４０ｍ

です。 
続きまして、収受番号５－１０２１は、譲受人の相模湖不動産株式会社が、譲渡人の

所有する緑区与瀬の農地、１筆、４２７㎡の所有権移転を受け、建売住宅として転用す

るための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は

１０ページを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由は、譲受人は不動産

業を営んでおり、隣接する住宅の庭敷地として、一体で建売住宅として販売するもので

す。隣接地への被害防除については、土地区画の明確化と、土留め策として、周囲を鉄

条網及びＲＣ板高さ３０㎝で土留めをし、汚水については、合併浄化槽を使用し、吸い

込み槽で敷地内処理、雨水についても、土のままによる敷地内浸透の計画です。申請地

はＪＲ相模湖駅の北西約２００ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０２２は、譲受人の株式会社日本物産が、譲渡人の所有

する緑区寸沢嵐の農地、１筆、５４０㎡の所有権移転を受け、建売住宅として転用する

ための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は

１１ページを御覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由は、譲受人は不動産

業を営んでおり、建売住宅１棟を建築し、販売するためです。隣接地への被害防除につ

きましては、土地区画の明確化と、土留め策として、新たにコンクリートブロック２段

から４段を設置し、雨水については、浸透ますを設置し、敷地内浸透とし、汚水につい

ては合併浄化槽を設置し、吸い込み槽により処理します。申請地は相模湖病院の北東約

４５０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０２３は、譲受人のＦＵＪＩＮＯ ＶＡＬＬＥＹ株式会

社が、譲渡人の所有する緑区名倉の農地、１筆、４９７㎡の所有権移転を受け、事務所

及びＲＶパーク、いわゆるキャンプ場として転用するための申請です。現地の状況につ

きましては、スクリーンを御覧ください。案内図は１２ページを御覧ください。農地区

分は第２種農地です。申請理由は、譲受人はアウトドア施設関連法人を設立し、新たに

オートキャンプ施設として、いわゆる管理事務所とテントサイトを整備するためです。

隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策として、出入口部

分を除き、新たにコンクリートブロック１段から２段を設置し、雨水については砂利敷

きによる敷地内浸透とし、汚水については合併浄化槽を設置し、側溝に接続します。申

請地は学校法人シュタイナー学園の南約８００ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０２４は、借受人の中日本高速道路株式会社が、貸出人
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８名が所有する緑区与瀬の農地、１５筆、４,８９４㎡のうち３,９７５㎡に賃借権を設
定し、仮設工事用地として一時転用するための申請です。現地の状況につきましては、

スクリーンを御覧ください。案内図は１３ページを御覧ください。農地区分は第２種農

地です。申請理由は、高速自動車国道中央自動車、いわゆる中央高速の渋滞対策事業に

伴う工事用地として一時転用するものです。転用期間は令和１３年１２月３１日までで

す。 
渋滞対策事業の工事概要ですが、小仏トンネル出口から相模湖インターチェンジまで

の下り車線を現在の２車線から３車線にするための工事です。今回の工事区間内には

４つの橋梁があり、このうち１つの橋梁改修工事箇所が今回の申請地の正面に当たりま

す。 
次に仮設工事用地の概要ですが、最初に、申請地は市道与瀬吉野線から中央高速道路

に向かって下り傾斜となっております。申請地上部の市道の高さ位置に合わせて約１,
６００㎡の仮設作業高台を設置し、その上で工事用の資材運搬車両の回転スペースや直

径１ｍ前後、長さ１０ｍほどの鋼管などの大型資材の置場として使用します。作業高台

を支える柱はＨ鋼で、長さは最長で約２２ｍ、そのＨ鋼を地中に約１６ｍ打ち込みます。

これが９７本の予定となっております。 
次に、作業高台以外の地表部分の利用は、工事で発生する残土の一時置場や改修工事

をする橋脚や道路部分のアスファルトなどを撤去したときに発生する廃棄物の一時保

管場所等に使います。 
次に、隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化として、周囲を高さ３ｍ

のフェンスで囲い、出入口についてはキャスター付フェンスを設置します。土砂流出防

止対策として、トンパック大の大型土嚢により土留めをします。雨水については敷地内

浸透とし、作業高台からの雨水については、床面の鋼板の隙間から地面に流れ落ちる構

造になっております。申請地は相模湖インターチェンジの北東約８００ｍです。なお、

本件は、神奈川県農業委員会ネットワーク機構の意見を聴取いたします。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や御意見はございませんか。 
まず初めに、収受番号５－１０については、中央区担当、小林康史委員、お願いしま

す。 
７番（小林委員） 
８月２７日に現地を確認してまいりました。進入路ですけれども、案内図の左側、縦

に伸びている線が道路で、そこから細い点線のところが譲受人の土地でありまして、そ

こから進入することができます。現況、草が少々生えている状態ですが、区画もはっき

りしています。犬の訓練所ということで、周りにフェンスを設置します。高さは２ｍで

すけれども、下半分１ｍは半透明のアクリルのフェンス、上半分１ｍがメッシュのフェ

ンスということで、隣地に畑がありますけれども、日照等は問題ないと思われます。調

査時に譲受人の方にたまたまお会いすることができまして、お話を聞きました。まず、

下がアクリルフェンスの理由は、犬というのは端に寄っておしっこをしますので、それ

が隣地に出ないようにということらしいです。また、フェンスが２ｍあれば外に逃げ出
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すこともないと言われています。あと、私が一番気になったのは、犬の鳴き声が周囲の

家の方の迷惑にならないかと聞いたんですけれども、ここは訓練所で、飼い主から日中、

犬を預かって訓練し、終わったら戻す、犬をここで飼うのではないので心配はないです

と伺いました。 
以上、問題ないと思われます。御審議をお願いします。 

議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号５－１１については、南区担当、志村佳男委員、お願いします。 

８番（志村委員） 
８月２７日に現地確認に行ってまいりました。ここは麻溝台中学校の北側でして、住

宅街の中に１か所だけ農地がある場所でございます。中には栗の木とかんきつ系のミカ

ンがなっておりました。やむを得ないんですけど、特にこれは問題ないと思います。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号５－１２については、緑区担当、山口幸男委員、お願いします。 

１２番（山口委員） 
三方が住宅に囲まれておりまして、東側の１面だけが道路に面しております。住環境、

営農環境とも全く問題はない場所です。写真では更地になっておりますけれども、おと

としまではきれいに作付されていた場所で、この場所で、今までよく荒らさずに維持し

ていただけたなという土地です。全く問題ない場所です。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
次に、収受番号５－１０２０から１０２２及び５－１０２４については、相模湖地区

担当、青木齊委員、お願いします。 

１番（青木委員） 
まず、収受番号５－１０２０ですけれども、２８日に推進委員の岸さんと現地を確認

いたしました。この方は２年ぐらい前にも資材置場として申請がありました。その場所

もきれいに整理されておりますし、今回のところも境界線もきちんと確認できておりま

すので、別に問題ないと思います。 
次に、収受番号５－１０２１ですけれども、ここも先月、非農地証明が出たところの

すぐ下でございます。畑となっておりますけれども、山という感じで、何年も何も作っ

ていないところでございまして、今はきれいに草を刈っておりまして、境界線もきちん

と出ておりますので、ここも別に問題ないと思います。 
次に、収受番号５－１０２４ですけれども、私も農業委員をやっておりまして、こん

なにたくさんの筆と面積のところを確認するのは初めてでございまして、中日本の担当

者の方が説明していただかないと全然分からないところでございます。担当者の方にい

ろいろ質問したんですけれども、まず、８年と何か月という長い期間で、この期間、何

かあったらどうするのか、もし申請が延びたらどうするのかと質問しましたら、その都

度、農業委員会に申請していきますので、そこは大丈夫ですという答えをいただきまし

た。 
そしてもう一つ、地権者が１１人おりまして、もし８年後に返してもらったときに、

ここは本当に私の土地なのかということにならないかという不安もあったんですが、現
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在は測量もきちんとされておりますので、別に問題はないけれども、地権者の方からも、

俺の代はいいけれども、８年たって俺が亡くなったら、子孫がここは本当に俺の土地な

のかなと、そういう意見も出たそうです。今はきれいに整地されておりまして、一部は

ユズの木があるんですけれども、そこも切って整地するそうです。道路よりも５ｍも

６ｍも下のほうに高速道路があるんですけれども、今回、そこに橋を架けて、１２ｔの

車が入ってくるそうです。資材を持ってきたときに、そこで回転して、荷物を下ろして、

また、帰るそうです。中には水路とか、赤道もあって大変だというお話を聞きましたけ

れども、高速道路の担当者からの意見を聞きましたので、別に問題はないと思います。 
収受番号５－１０２２は、その日に見ればよかったんですけど、ちょっと時間がなか

ったので、２９日に私が１人で現地を見てまいりました。スクリーンだと大分きれいに

なっているんですけど、これは大分、古い写真ではないかと思います。私が見に行った

ときは、手前の道路はあれですけど、奥のほうは腰丈の草が生えておりましたが、境界

線もはっきりしておりますので、別に問題はないです。 
最近思うんですけれども、確認するときに、不動産屋とかに、きれいに草を刈れとか、

境界線のところに旗を立てるとか、昔はきちんとしてあったんですけれども、私が担当

しているところはあまりないんですが、そういうところもきちんとしていただければ、

現地確認も簡単にできるのではないかなと思いました。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号５－１０２３については、藤野地区担当、加藤正博委員、お願

いします。 
３番（加藤委員） 
８月２８日、天野委員と一緒に調査しました。３時過ぎ頃だったか、ちょうど草刈り

をしていて、草が二、三十㎝伸びていたのを、みっともないからと刈り始めたところで、

一応、話をしましたので、場所は大丈夫だということで、よろしくお願いします。 
議長（阿部会長） 
ありがとうございました。 
それでは、これより質疑に入ります。御発言はございませんか。 

１７番（藤村委員） 
２つあるんですけど、１つは質問で、収受番号５－１２は分家住宅にしてしまうと、

その意味は分かるんだけど、それにしなければならない意味があるんですか。これにし

てしまうと、例えば、本人が引っ越そうと思ったときに、更地にして戻さなければなら

ないよね。条件付になってしまうから、ここは普通に転用できないのでしょうか。 
事務局（伊藤所長） 
市街化調整区域ですので、開発行為の審査基準というのがあります。その中で、建物

を建てられる基準になります。 
１７番（藤村委員） 
分かりました。そうなると、周りがみんな住宅だけど、これも同じ条件なの？ 

事務局（伊藤所長） 
経過として、今、定かに答えることはできませんけれども、ここの区域は大沢南部の

土地改良をやった縁辺部です。この縁辺部について、いわゆる区画整理になりまして、
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地権者の中には将来的には分家住宅を建てたいという希望がある方がいますから、そう

いった方々の意見を集約して、この縁辺部に宅地化できるような位置づけで区画を設け

てあるところになるんです。しかしながら、調整区域には変わりありませんから、家を

建てる場合には、それなりの開発の基準にのっとった理由でないと建てられない。今回

のケースは農家分家住宅ということで、開発の許可を取っていることになります。 
１７番（藤村委員） 
はい、分かりました。 
収受番号５－１０２４の道路公団、１番目の写真を見ると、先ほど青木委員が、８年

もたって、あとどうなるか分からないと言われたんだけど、それこそ農業委員会から見

ると、こういう細切れの土地がきれいさっぱり真っ平らにされて、美しい農地ができる

のではないかと思うんですが、その辺は何かうまいこと考えられないんですかね。農地

造成をきれいにやってくれるような感じにもなるんですが。 
事務局（伊藤所長） 
現状、２０度から３０度ぐらいの傾斜になっております。上の地図でいうと、市の道

路がありますけれど、それからちょうどガードレールがあるところ、そこから見た写真

が１番目の写真になるんです。高速道路に向かって下っているんです。私から中日本高

速に、農地に復元するときに、地主さんのいろいろな希望があると思います。このまま

の状態、傾斜のままでいいという方もいるでしょうし、ちょっと使い勝手が悪いと言わ

れる可能性もあります。そういったときには、例えば、ちょうど高速道路の反対側、こ

の写真には載っていないと思うんですけど、傾斜地で、なだらかに段々畑になっている

ところがありまして、ああいう畑に復元してほしいという希望があったときには、でき

れば、その希望に沿った形で農地復元してもらえたらと要望として投げかけています。

そうすれば、傾斜であるより段々状態になっていれば耕作もしやすいでしょうねという

ことで、中日本では、その辺も検討しますとは言われています。 
以上です。 

１７番（藤村委員） 
今すぐ結論を出せというわけではないけど、終わりが近づいたときに、いろいろな話

ができればいいですね。 
以上です。 

１２番（山口委員） 
先ほどの収受番号５－１２で補足しておきますけど、譲受人は譲渡人の娘さんです。 
それと１点質問で、収受番号５－１０２４で、矢印がある場所が１か所飛んでいます

けれども、これは何か意味があるんですか、何でつながっていないのかな。 
事務局（伊藤所長） 
まず、間が空いているところについては、地主さんの了解を得られず、借り受けるこ

とができませんでした。では、その飛び地に対して、作業場としてどのように使うのか

という疑問が出てくると思いますが、そこについては、右側の申請地の角のところに大

型クレーンを設けて、今回、飛び地のところに資材を運んだりします。そして、高速道

路側には高速道路の管理用道路がありまして、東側から高速道路沿いに市道兼管理用道

路が通っていますので、そこには運搬用のダンプも入る計画になっておりまして、飛び

地の部分も工事に関しては必要なスペースということで、今回このような形にはなって
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いますけれども、工事には使っていくことになります。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
よろしいですか。 

１２番（山口委員） 
分かりました。 

議長（阿部会長） 
ほかに御発言はございませんか。 

事務局（前田事務局長兼次長） 
先ほど青木委員から御指摘、御意見がありました現地調査の際に、現場の草刈りや境

界が分かるような目印、ポール等、現地を確認いただくために現地調査に行っていただ

いていますので、確認しやすいよう徹底していきたいと思っております。大変申し訳あ

りませんでした。 
議長（阿部会長） 
よろしくお願いします。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第２６号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程５議案第２６号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程６ 議案第２７号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（阿部会長） 
続いて、日程６議案第２７号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（伊藤所長） 
それでは、１４ページを御覧ください。議案を朗読します。 
議案第２７号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号５－１０１４から５－１０３１は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利

用権の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合しているので、改正前の農業経営基盤

強化促進法第１８条第１項の規定により農用地利用集積計画を決定するものとする。令

和５年８月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、１５ページを御覧ください。 
整理番号５－１０１４及び５－１０１５は、経営規模拡大のため、新たに利用権を設

定するものです。案内図は１４ページを御覧ください。契約期間は３年４か月、件数は

２件で、２筆、面積は１,５３７㎡です。 
続きまして、整理番号５－１０１６から５－１０３０は、経営規模拡大のため、新た

に利用権設定をするものです。案内図は１５ページから１９ページを御覧ください。契

約期間は５年４か月、件数は１５件で、２１筆、面積は１２,４７６㎡です。 
続きまして、整理番号５－１０３１は、７月に本農業委員会で新規就農者認定を行っ

た借受人が新たに利用権を設定するものです。案内図は２０ページを御覧ください。契

約期間は５年４か月、件数は１件で、３筆、面積は１,５６５㎡です。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

１７番（藤村委員） 
整理番号５－１０１４と１０１５、この方は横浜ですけれども、既に２,９００㎡耕

されている。どこにやられているんでしょうか。それと、うちの地区で頑張ってやって

いただけるような方でしょうか。 
事務局（伊藤所長） 
この方は、本市の認定農業者の下で、令和３年４月１日から令和４年１２月まで、２年

間研修をされて、新規就農者ということで就農されています。今回の申請地と同様に、

現在、青野原で６筆の農地を利用権設定して、露地野菜を行っております。非常に意欲

的にやっておりますので、今後も経営面積を増やして農業従事されていくと思っており

ます。 
１７番（藤村委員） 
はい、ありがとうございます。 

議長（阿部会長） 
ほかに御発言はございませんか。 
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質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
ないようですので、それでは、採決をさせていただきます。 
議案第２７号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程６議案第２７号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程７ 議案第２８号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（阿部会長） 
続いて、日程７議案第２８号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（天野総括副主幹） 
それでは、２２ページを御覧ください。議案を朗読します。 
議案第２８号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号５－２７から５－３４は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利用権の設

定等を受ける者の備えるべき要件に適合しているので、改正前の農業経営基盤強化促進

法第１８条第１項及び改正前の農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条の２第

１項の規定により、農用地利用集積計画を決定するものとする。令和５年８月３１日提

出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、２３ページを御覧ください。案内図は２１ページから２５ページです。 
整理番号５－２７から５－３４は、中間管理機構神奈川県農業会議が借り入れ、農業

者に貸し出すための利用権を設定するものです。件数は８件、１３筆、面積は合計で１４,
９１８㎡です。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

１７番（藤村委員） 
整理番号５－３１と５－３３はどういう方でしょうか、簡単に説明していただくとあ

りがたいんですが。 
事務局（天野総括副主幹） 
すみません、手元に資料がないので、後で回答させていただければと思います。 

議長（阿部会長） 
それでは、今、回答できませんので、日程７議案第２８号の採決については、説明を

確認した後にさせていただきたいと思います。 
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日程８ 議案第２９号 「相模原市農業経営基盤の強化の推進に関する基

本構想」（案）の意見照会に対する回答について 

 
議長（阿部会長） 
それでは、次の議案に移らせていただきたいと思います。 
日程８議案第２９号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいたさせます。 

事務局（濱端総括副主幹） 
それでは、２６ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第２９号 「相模原市農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想」（案）の意

見照会に対する回答について。農業経営基盤強化促進法施行規則第２条の規定に基づく

相模原市が策定する基本構想案に係る意見照会については、別紙のとおり意見するもの

とする。令和５年８月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
続きまして、２７ページを御覧ください。 
今回の基本構想案に対する回答につきましては、８月１４日までに委員の皆様からい

ただいた意見を参考に、第９回農政運営委員会で検討し、取りまとめたものでございま

す。 
基本構想案の意見照会に対して、第３の１農業を担う者の確保及び育成の考え方の

２段落目について、「働きやすい環境づくりなど農業経営の改善にも女性が寄与すると

考えられることから」の文面の一部を「女性の視点による農業経営の改善や地域の活性

化が期待されることから」とすることや、第５の６農業経営の改善を図るために必要な

農業従事者の養成及び確保の促進に関する事項について、原案では使役表現を担ってい

る文面を、「担い手としての女性の能力の十分な発揮を支援する研修等」とすることを

回答するものです。 
なお、この議案について、本日の総会で御同意いただいた後、市へ回答を提出いたし

ます。市では、９月上旬から中旬にかけて、県との協議の上、県の同意を得て、９月上

旬に公告する予定となっております。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
御発言はございませんか。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（阿部会長） 
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それでは、採決をさせていただきます。 
議案第２９号について、原案に賛成の方は挙手を願います。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程８議案第２９号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程 ９ 報告第２６号 生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明に

ついて 

日程１０ 報告第２７号 農地所有適格法人の報告について 

日程１１ 報告第２８号 解除条件付き利用権設定を受けた者の農用地

利用状況の報告について 

日程１２ 報告第２９号 非農地証明書の発行について 

日程１３ 報告第３０号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報

告について 

日程１４ 報告第３１号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告に

ついて 

 
議長（阿部会長） 
続きまして、報告案件に移ります。 
なお、報告案件につきましては、事務局からの補足説明及び委員から質疑のあった案

件のみといたします。 
初めに、事務局から補足説明はありますか。 

事務局（伊藤所長） 
特にございません。 

議長（阿部会長） 
皆様方からはいかがでしょうか。 

１７番（藤村委員） 
４９ページの方、書類上はあっせんなしということで、八王子の方ですし、有効に使

われるかどうかというのはちょっと危惧されるんですが、これはどうでしょうか、何か

情報がありますでしょうか。随分、立派な面積ですし、有効に使っていただきたいなと

思いますが。 
議長（阿部会長） 
所在地が上沖原、下大島ということですかね。諏訪森下と。 

事務局（天野総括副主幹） 
そのまま耕作されるということで、特に情報はありません。継続して耕作されるとい

うことなので。そういう意味ではないんですか。そのまま継続して耕作するという届出

が出ております。 
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１７番（藤村委員） 
農業を続けてもらえる何らかの情報、例えば、近くの農業委員さんが、あの方、一生

懸命やっていますよとか。犬目町というのを見たら、八王子のかなり遠い北のほうです

ね。だから、親戚の方かどなたかがやってくださっているとか、何かがあればいいです

が、ないとすれば、それこそ農業委員の出番ではないでしょうか。 
議長（阿部会長） 
もし分かればですが、地域の農業委員さんとして、山口委員さん、どうでしょう、下

大島と上沖原なので、下っ原だと思いますけど。 
１２番（山口委員） 
多分これ、間違いなく中州の田んぼですけれども、恐らく、届出人のお父さんか何か

が地元の人だったのかなという感じですね。直接は存じ上げない方なので、詳しいこと

は分かりません。ただ、去年の１１月だから、耕作者がこれだけ一遍に借りられたとし

たら問題になっているはずなので、これで耕作者がいなくなったという話は、まだ聞い

ておりません。注意して見てみようかと思いますけれども、今のところは以上です。 
１７番（藤村委員） 
書類はこれで、報告は承りましたということで結構だと思いますけど、そういった情

報が入手できるなら、ありがたいなと思います。 
事務局（前田事務局長兼次長） 
今、御意見のあった届出人、相続した方が遠隔地あるいは面積的に大きいケースにつ

きましては、引き継ぐ方がどんな方なのか、農業的な技術がどうなのかというところも

含めて、情報提供させてもらいたいと思っております。 
２番（齋藤委員） 
４０ページの非農地証明、申請人は分からないからこのままになっていたのか、ちょ

っと分かりませんけど、４０ページの一番下、利用状況が駐車場となっているんですけ

ど、実際に登記は畑で、現況は雑種地で、一応、税金は雑種地で取っていたと思うんで

すけど、結構広い土地なので、有料の駐車場みたいのを長くやられていたということで

すか。もし把握していたら、どんな状況だったのか、教えていただけますか。 
事務局（天野総括副主幹） 
駐車場については、ほぼ砂利敷きになっているような状況です。 

２番（齋藤委員） 
これは、賃貸ですか？ 

事務局（天野総括副主幹） 
賃貸ではないですね。 
面積は広いんですけど、全部が駐車場ではなくて、荒れ地になってしまっているよう

な状況で、一部、駐車場で使っています。 
２番（齋藤委員） 
自分で使っているということですか。 

事務局（天野総括副主幹） 
そうですね。 

２番（齋藤委員） 
駐車場として営業的にというわけではないんですか。 
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事務局（天野総括副主幹） 
ほとんどの部分は荒れ地になってしまっています。 

２番（齋藤委員） 
そうですか。はい、分かりました。結構です。 

議長（阿部会長） 
ほかに御発言はございませんか。 

１７番（藤村委員） 
１件だけ追加でお願いしたいんですけど、２１ページの整理番号５－１０３１の方も、

新規就農者みたいですが、どういう方か、お知らせいただければありがたいと思います。 
事務局（伊藤所長） 
この方は、今年の７月１３日付で新規就農者に認定しました。市内の認定農業者の下

で令和４年７月１日から今年の６月３０日まで研修をし、新規就農者として認定しまし

た。営農計画では、ホウレンソウ、ニンジン、スイートコーン、長ネギなどを計画して

おります。今回の利用権設定でも、同じように、ホウレンソウ、スイートコーンを栽培

していく予定です。今回の利用権設定により、経営面積１,５６５㎡で、新規就農とい
う形になります。なお、年齢は４２歳になります。 
以上でよろしいでしょうか。 

１７番（藤村委員） 
はい、ありがとうございます。 

議長（阿部会長） 
それでは、日程９報告第２６号から日程１４報告第３１号は以上で終了させていただ

きます。 
先ほどの件もございますので、ここで暫時休憩としまして、再開を午後３時１０分と

させていただきたいと思います。 
暫時休憩します。 
 

［ 休憩 ］ 
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日程７ 議案第２８号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（阿部会長） 
それでは、再開いたします。 
日程７議案第２８号の収受番号５－３１と５－３３について、事務局から説明いたし

ます。 
事務局（田中主査） 
収受番号５－３１について、補足説明させていただきます。利用権の設定を受ける方

は、平成２４年１月に就農された方です。相模原市農協で行われている市民農業研修講

座という営農ボランティアを育成する講座を受けて、その後、営農ボランティアになる

制度がありますが、ＮＰＯ援農さがみはら発足当時からのメンバーで、一時期は会長と

しても活躍された方になります。 
以上でございます。 

事務局（伊藤所長） 
続きまして、収受番号５－３３の方につきましては、令和３年３月に新規就農として

認定しました。理由としましては、神奈川県の農業サポーター制度に参加されていまし

て、それにより新規就農者ということで認定いたしました。 
以上でございます。 

議長（阿部会長） 
本件については以上ですが、よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第２８号について、原案に賛成の方は挙手を願います。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程７議案第２８号については、原案のとおり決定いたしました。 
以上で全ての日程が終了しました。 
次回、第１９回総会は、令和５年１０月２日月曜日午後１時３０分から開催する予定

です。場所は市役所第２別館３階第３委員会室です。 
以上をもちまして、相模原市農業委員会第１８回総会を終了いたします。 


